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＜連絡事項＞

・11/3（土）創立記念写真撮影があります。掲示板の添付ファイルの並び順を確認して下さい。

・11/3（土）13：30～14：20第四回法人研修「医療・福祉の基礎講座～家族支援の深さと難しさ～」
・10/29（月）15：30～獅畑かおり様地域復帰支援検討会　参加予定（柴田）

・10/30（火）向井敦子様デイケア見学予定

＜青明舎利用者様情報＞

佐藤　朗子　様～10/22（月）職場訪問実施。最近、職場の対人関係でストレスが溜まっているとのこと。本人の話に返答している。事業所の担当職員へ本人の状態について情報提供している。

下妻　康貴　様～10/18（木）障害者合同面接会に行ってきた様子について報告される。シダックスから詳しい話を聞きたいから電話が欲しいと話があったが、働くと職場がカラオケではなく、労災病院で食器洗いになるため断ろうと思うと話されている。シダックスに直接行かなくても電話でお断りしても良い事を伝えている。

松川　順子　様～青南病院受診後、来所され、生活保護申請が受理された後の流れについて心配だと話す。受理後、生活保護課の方が色々説明してくれると話していたことを本人へ振り返ると「そうなんですけど、初めは何も不安はなかったが、デイケアや青山荘スタッフから今後どうなるの？等聞かれることが多く、徐々に不安になってきた」と答える。１つづつ前に進んでいる為、不安に思う事はないこと、また、今月年金が受給されたため金銭的にも余裕があるため心配せず、いつも通りの生活をおくるよう伝えると、「わかりました」と返答されている。

山田　吉夫　様～10/25通所主催のケア会議に参加する。本人は、デイナイトケアへの通所について、必要性は分かるが、入浴や洗濯などを行うために気軽に通いたいと希望を話されている。そのことについては、通所スタッフより可能なことを伝えている。午後活動室を利用する等、青明舎への来所の必要性についても今後の様子を見て、本人と必要性について確認していく。

高柳　和子　様～10/24定期訪問実施している。デイケアの昼食後、周りが騒がしく段々不安になり落ち込んでくることが多いが、頓服薬のリスパダールを服用しなくても症状が改善することも多いとのこと。夜、落ち込んだ時は、早めに就床しているとのこと。しかし、眠れるが2時間毎くらいに目が覚めると言うため、担当医へ相談するよう促している。

鈴木　茂子　様～10/24定期訪問実施。風邪症状で、デイケアを休んだとのこと。姉に連絡が取れず、本人がデイケアに欠席の連絡を入れたが、後で姉に休んだことを叱られたと話している。姉に叱られてしまったことでイライラしている様子。振り返りを行うと、「頭に来たが、姉も体調が悪い中仕事に出ているし、昔から仕事に対して厳しいから、自分にも厳しいから我慢した」と話しており、我慢できたことを評価している。姉から電子タバコを購入してもらい吸っているとの事。たばこの購入量は6日間で10箱と、前回訪問時と同様量であったため、数量を意識して続けてみるよう話し終了している。

10/28姉様と定期面談を実施している。姉様は最近、本人が体調不良を理由にデイケアへ通所出来ていないことを気に掛けており、本人へもそのことは指摘したと話している。以前、訪問看護の訪問回数について、本人より隔週に減らしたいとの希望が聞かれていたが、現状をみるとデイケア欠席が続いており、心配なため、訪問看護はこれまで通り毎週受けるように伝えたとのこと。デイケアの欠席以外は、特に心配なことはないと話している。姉様より、本人から希望があったため、10/22（月）電子タバコを購入したと報告を受けている。スタッフより、本人からも報告があったこと、喫煙本数は現状では変わりないが、禁煙に向けて本人が動いていることを評価して伝えていきたいと話している。

我満　奈津紀　様～10/27定期訪問実施。冴えない表情でスタッフを出迎えている。友人達とうまく付き合うことが出来ず、最近疲れると話している。スタッフに対しては自分の気持ちを伝えることが出来るようになったが、友人にはまだうまく伝えきれないと感じているとのこと。その後、交際相手が会いに来て気分が晴れたと話されている。

久保　清美　様～10/28定期訪問実施。本人より、デイナイトケアを辞めたいとの話がある。担当医には相談済みであり、デイナイトケアスタッフとよく相談するように言われているとのこと。拘束時間が長いこと、特に冬は暗くなるのが早かったり坂道が凍ったり通所が大変なこと、周囲のメンバーには就労意欲はなく自分のモチベーションとの差を感じていること等を理由に挙げている。本人の思いを傾聴しながら、まずは通所スタッフとよく相談するように伝えている。胸の傷もよくなったと、その経過をスタッフに見せている。

　　　　　　　　「働くなら運転手しかない。」と、就労について意欲があるため、自己評価が高く現状は就職が難しいことを伝えているが、本人の気持ちに変化はない様子。デイナイトケアの利用目的としては、糖尿病があり一人暮らしで食事の管理の問題があったが、血糖値も安定しており、暴飲暴食はせず決められた食事を食べる習慣があるため食事管理には大きな問題はないように思われる。まずは、デイナイトケアの利用日の検討から行っていく予定である。

11/12（月）カンファレンス内で検討会を実施予定。

大久保　恒夫　様～10/28定期訪問実施。妻（大久保律子様）が苛々しており、自分に当たってくると話している。

大久保　律子　様～10/28定期訪問実施。最近苛々することが多く、夫（大久保恒夫様）に当たってしまうとのこと。本人は変薬があったことが原因ではないかと考えている様子。必要に応じて臨時受診をしてはどうか促すが、本人は「受診は主治医でないと嫌だ」と話し、次回定期受診時まで様子をみると話している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・11/5（月）9：00まで避難訓練がありますが、通常通り通所できる予定です。

板橋利美様～11/15（木）グループホーム退所。11/16（金）城北病院退院、青風荘入所。11/19（月）～青山荘のプログラムを利用予定。現在転倒の可能性があるため、車椅子を利用している。杖歩行ができるように訓練をしていく。

中村　茂様～デイナイトは帰宅時間が遅くなるため、デイケアを利用したいと話されている。現在デイナイトケアを休むことが多いため、まずはグループホームから歩いて通うことがリハビリであることを伝えている。部屋の冷蔵庫の中を確認すると、ヨーグルト10個、食パン･菓子パン複数個など同じものばかり入っており、整頓されていない。期限を確認すると古いものも多く入っているとのこと。米を通所に持参し、炊いておにぎりをつくって持ち帰るようにアドバイスしている。

種本サハ様～お金のことで、訴えが聞かれているため、説明しているが理解できていない。

＜利用者様情報＞

植村廣隆様～切ない感じで、気分が悪いと訴えられ、早退されている。土日、アルコール依存症の北東北大会に参加してきたこともあり、その疲労についても訴えられている。また、お姉さんの声がするといった乖離様の発言が聞かれている。

鈴木恵美子様～「血圧が高いんだよ。」と、訴えている。静養室で休むように促すが聞き入れず、静養室で休むことはない。

中村　茂　様～土日の薬の残包を確認すると、土曜日の昼食後薬(風邪薬)の薬包がなく、日曜日のはあるという状態であった。本人に確認すると、「セットしてある時からなかった」と話す。他科薬もあるため、管理が煩雑とならないよう工夫が必要である。慣れるまでは言葉で注意を促すだけでは理解が難しいと考えられる。しばらくはデイナイトケアでスタッフが一緒に確認しながら、自己服薬管理できるよう手伝うこととしている。

＜事例検討＞

前野　義勝様（52）安ヶ平Dr

主病名：統合失調症　既往歴：てんかん

最終入院： H5～H12　青南病院

治療：ナイトケア　H14.7～

　　　五福　　　　H14～H17

現病状

・精神症状は落ち着いている。（病状としての自覚はあった）

・急に気分が不安定になることがある（気分変動の自覚はあり。きっかけについては無自覚）

・注意の散漫さあり。

・12月の行事の幹事など複数の役割を受け持っており、負担を断れない様子。

長期目標
単身での社会生活の継続

中期目標
身体管理を行い、体調を大きく崩さない（食事・運動・仕事の管理）

気分変動に対して自分で把握して自制する事が出来る

短期目標
①日中の仕事状況や体調に合わせながら運動に参加し、体重の減少・体力作りをする

②自分の気分の波を自覚する事が出来る

実施計画
①水分摂取量とトイレ回数の確認を行ない、水分量が過剰となっている際には制限するための

アドバイスを行なう。また、トイレ回数についても我慢せずにトイレへ行くよう促す。　　 　

②月１度の体重測定を通して体重のコントロールを行い、身体への負担軽減を図る。　

③怒りっぽい様子や他者への干渉が見られる際には、本人へ他者への対応について行動の振り返りを

実施。

うみねこ幸房での様子

・週5日、ほとんど遅刻なく来れている。

・臨機応変に動く事ができる。

・普段は掃除を担当し、午後はランチやチラシも手伝う。

・無理しないように話し掛けるが、頑張ってしまう。

・知的障害のある方に小ばかにしたような話方をする。

· 涙目で母や姉の話しをして、不安を訴えることがある。

デイケアでの様子

・最近怒りっぽいことが増えている。

検討内容

・実施計画①の内容は本人が理解していないようだが、どのような理由でこの計画があるのか？

→本日、担当不在のため担当に確認する。

・ナイトケアの利用目的は？

→息抜き目的で気軽な場所として利用して頂く。

・通所は息抜きの場として利用するのであれば、振り返りを行うと本人の負担になるのではないか。

→直面化させる関わりよりも、一緒に何かをすることで発散して頂く場にしてはどうか？

・スタッフと言い合うことでスッキリすることもあるため、スタッフとケンカすることも良いのでは？

→他の利用者様に矛先が行くことも防げる可能性がある。できないことは、しっかりと指摘していくことが大切。幸房で振り返りをして、通所では愚痴を聞く場にしてはどうか。

＜外来患者様情報＞

藤村　翔様～風邪症状があり、PLが5日間処方となっている。

高田マキ様～診察時に口調が荒く、「薬も減ったし、調子は良いですよ。」「デイケアに通ってるだけなのに、なんでこんなところに来なくていけないんですか。」と話している.診察後は､口調の荒らさなくスタッフと話している。

我慢奈津紀様～「すぐに行動できない。すぐに動けない。」と話されているため、抗うつ剤が追加処方となっている。

繁名和恵様～幻聴はないようで、「ビヨンセが聞こえなくなった。」と話されている。

菅原信正様～「ふざけて椅子から落ちているのに、スタッフが本気で心配してくる。スタッフに冗談も通じないんですか。」と話されている。

寺沢　彩様～眠剤が追加処方となっている。

植村廣隆様～「お姉さんの声がする。」と訴え、調子が良くない様子。

